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【
問
】
同
課
商
工
係
（
☎
77
・

８
７
６
３
）

８
月
13
日
か
ら
16
日
は

学
校
閉
庁
日
の
た
め
教
員
不
在

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
と
教
職
員

の
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、

市
内
全
小
中
学
校
で
学
校
閉
庁
日

を
設
け
ま
す
。
閉
庁
日
は
学
校
に

教
職
員
が
い
な
い
の
で
、
市
学
校

教
育
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
学
校
閉
庁
日　
８
月
13
日
（
火
）

～
16
日
（
金
）

【
問
】
同
課
教
務
係
（
☎
77
・

８
８
６
３
）

８
月
１
日
か
ら
稲
荷
町
、沖
端

町
の
一
部
で
下
水
道
供
用
開
始

　

稲
荷
町
と
沖
端
町
の
一
部
で
公

共
下
水
道
整
備
事
業
が
完
了
し
ま

し
た
。
対
象
地
域
の
人
は
、「
受

益
者
負
担
金
の
納
付
」
と
「
宅
地

内
工
事
申
請
」
が
必
要
で
す
。
８

月
中
旬
に
郵
送
す
る
「
受
益
者
申

告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
公
式

サ
イ
ト
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
益
者
負
担
金

　
▽
一
般
家
庭
＝
1
戸
に
つ
き

20
万
円
▽
口
径
が
25
ミ
リ
を
超
え

る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
事

業
所
＝
敷
地
面
積
1
㎡
当
た
り

６
０
０
円
で
算
出
し
た
額
（
20
～

１
２
０
万
円
）

●
支
払
い
方
法　
一
括
払
い
か
分

割
払
い
。
一
括
払
い
は
５
％
～

20
％
の
一
括
納
付
報
奨
金
あ
り

□
排
水
設
備
工
事（
宅
地
内
工
事
）

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
３
年
以
内
に
く
み
取

り
便
所
か
ら
水
洗
便
所
へ
切
り
替

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
浄
化
槽

か
ら
の
排
水
は
、
で
き
る
限
り
早

め
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
工
事
申
し
込
み　
市
に
登
録
し

て
い
る
指
定
工
事
店
に
直
接
申
し

込
み
。
費
用
は
自
己
負
担
。
水
洗

便
所
な
ど
改
造
・
切
替
工
事
助
成

金
あ
り
（
条
件
あ
り
）

【
問
】
市
上
下
水
道
課
庶
務
経
理

係
（
☎
77
・
８
５
８
５
）

　
戦
没
者
の
慰
霊
と
平
和
へ
の

祈
念
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

　

市
は
、
戦
争
で
犠
牲
に
な
っ
た

人
た
ち
の
慰
霊
と
世
界
の
恒
久
平

和
を
祈
念
す
る
た
め
、
サ
イ
レ
ン

を
吹
鳴
し
ま
す
。

●
日
時　
▽
8
月
6
日
（
火
）
午

前
8
時
15
分
▽
8
月
9
日
（
金
）

午
前
11
時
2
分
▽
8
月
15
日
（
木
）

正
午

【
問
】
市
総
務
課
（
☎
77
・

８
４
１
２
）、
市
福
祉
課
（
☎
77
・

８
５
１
２
）

防
犯
機
能
付
電
話
機
「
ま
っ

太
フ
ォ
ン
」
の
購
入
を
補
助

　

迷
惑
電
話
を
拒
否
し
た
り
、
通

話
の
自
動
録
音
な
ど
の
防
犯
機
能

が
付
い
て
い
る
電
話
機
「
ま
っ
太

フ
ォ
ン
」。
柳
川
・
み
や
ま
地
区

防
犯
協
会
は
、
ま
っ
太
フ
ォ
ン
の

購
入
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
公
式
サ
イ
ト

で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

●
受
付
期
限　
12
月
27
日
（
金
）

【
問
】
市
総
務
課
安
全
安
心
係
（
☎

77
・
８
１
５
２
）

農
地
の
悩
み
は
早
め
に
農
業

委
員
な
ど
へ
相
談
く
だ
さ
い

　

市
農
業
委
員
会
は
、
農
地
の
無

断
転
用
や
遊
休
農
地
の
発
生
を
防

止
す
る
た
め
、
毎
年
８
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
市
内
全
域
を
巡
回
す

る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
農
地
を
持
っ
て
い
る
人

は
農
地
を
農
地
と
し
て
利
用
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
耕

作
で
き
な
い
な
ど
、
農
地
の
利
用

で
悩
ん
で
い
る
人
は
、
早
め
に
農

業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

77
・
８
７
７
２
）

お
知
ら
せ

支
援
金
を
給
付
し
て

運
送
事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト

　

市
は
、
燃
料
の
高
騰
に
直
面
す

る
運
送
事
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
対
象　
市
内

に
本
社
や
支
社
、
営

業
所
な
ど
が
あ
る
運

送
事
業
者
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小
企

業
者　

①
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
（
ト
ラ
ッ
ク
運
送
、
軽
自
動
車

運
送
な
ど
）
②
一
般
貸
切
旅
客
自

動
車
運
送
事
業
（
貸
切
バ
ス
）
③

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
（
タ
ク
シ
ー
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
）
④
特
定
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
（
介
護
タ
ク
シ
ー
な
ど
）
⑤
自

動
車
運
転
代
行
業

●
交
付
額　
対
象
車
両
１
台
に
つ

き
２
万
円

●
申
請
方
法　
市
公
式
サ
イ
ト
に

あ
る
申
請
書
に
記
入
し
て
、
９
月

２
日
（
月
）
～
12
月
27
日
（
金
）
に

市
商
工
・
ブ
ラ
ン
ド
振
興
課
へ
郵
送

お知らせ掲示板
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お知らせ
掲示板

知って役立つi

　最新の情報は市公式サ
イトでご確認ください。
また、テレビの dボタン
や公式SNS、
アプリでも
情報発信し
ています。

14広報やながわ 2024.8 月

　今回は軍人や政治家として活躍した名
な わ

和長
ながのり

憲を紹
介します。長憲は、元

げ ん じ

治元（1864）年に柳河藩士
友
ともきよ

清貞
さだはる

治の次男として現在の鬼童町に生まれました。
明治 14（1881）年に同じく柳河藩士だった名和長

ながゆき

恭
の養子に迎えられます。長恭の祖先は、今から約 700
年前に後醍醐天皇の隠岐脱出を助けた伯

ほ う き

耆国
のくに

( 現在の
鳥取県）の武将名和長

ながとし

年です。その子孫が九州に移っ
て立花宗茂に召し抱えられたのが柳河藩士の名和家
でした。
　明治時代になると、後醍醐天皇ら南朝を天皇の正
統とする明治政府は、南朝関係者を祀

まつ

る神社の創建
や贈

ぞ う い

位などを行います。長
ながとし

年の直系子孫にあたる長
恭は、明治 16 年に華族となり従

じ ゅ ご い

五位の位を与えられ
ました。さらに翌年には男爵となり、名和一族を祀
る名和神社 (鳥取県 )の宮司となりました。
　長恭の後を相続した長憲は、柳河中学校や陸軍士
官学校で学んだ後、軍人として出世していきます。
日清戦争には騎兵第四大隊中隊長として従軍。明治
37 年から始まった日露戦争では騎兵第一連隊長とし
て中国の旅順方面を転戦しました。同年 6月から 9
月までの「柳河新報」には、新聞社の依頼に応じた

彼の戦況報告が 4回に渡って掲載されています。そ
の戦況報告では自軍の動きだけでなく、他の新聞が
報道しないロシア軍や中国の民衆の様子など直接現
地で見た内容を詳しく伝えていて、その文字数は合
計 1万 6000 字以上にもなりました。
　長憲は大正 3（1914）年に軍の現役を退いた後、
同 6年に貴族院議員となります。同 11 年には東京府
荏
え ば ら

原郡大井町（現在の東京都品川区の一部）の町長
に就任。約 10 年間町長を務めました。大正 12 年の
関東大震災のとき、長憲をトップとする大井町役場
が東京府下で最も敏速に活動して多大の功績を残し
たことを柳河新報が報じています。
　昭和に入ると、渋沢栄一らが顧問を務める船

せんじょうさん

上山
史跡保存会の会長に就任した長憲。同会は、後醍醐
天皇が隠岐脱出後に仮の御所（行

あんぐう

宮）を置いた鳥取県
の船上山の史跡保存整備などを目的に活動し、船上
山行宮跡は昭和 7年に国の史跡に指定されています。
　昭和 14（1939）年 7月 20 日、長憲は東京世田谷
区の自宅で 75歳の生涯を閉じました。柳川から羽ば
たいた長憲は優秀な軍人としてだけでなく、国や地方
の復興発展を目指した偉大な政治家でもありました。

市史抄片 【問】 市生涯学習課市史編さん係（☎ 72・1275）

市史編さん係　中村淳一

南朝忠臣の名門を相続した男爵名和長憲

No.198

新

※表記は広報紙のルールで統一しています。

【写真左】名和長憲肖像
　　　　（出典：「大井町史」昭和 7 年刊・国会図書館デジタルコレクション）

【写真下】名和長憲の日露戦争戦況報告
　　　　（出典：「柳河新報」明治 37 年 6 月 25 日記事）
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募
集
・
試
験

熟
練
の
技
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

技
能
功
労
者
募
集

　

市
は
、
長
年
技
能
や
技
術
を
磨

き
、
後
進
の
指
導
育
成
に
あ
た
る

な
ど
市
の
産
業
振
興
に
貢
献
し
た

人
を
「
技
能
功
労
者
」
と
し
て
表

彰
す
る
た
め
、
推
薦
候
補
者
を
募

集
し
ま
す
。
申
込
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
公
式
サ
イ
ト
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
職
種　

調
理
師
、
菓
子
製

造
職
、
豆
腐
製
造
職
、
写
真
業
、

美
容
師
、理
容
師
、畳
職
、左
官
職
、

建
具
製
作
職
な
ど

●
表
彰
要
件　
市
内
の
対
象
職
種

で
現
在
も
働
い
て
い
て
、
令
和
６

年
11
月
1
日
時
点
で
①
～
④
の
要

件
を
全
て
満
た
す
人

①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
5
年
以
上
継
続
し
て
市
内
に
住

ん
で
い
る
▽
5
年
以
上
継
続
し
て

市
内
で
就
業
し
て
い
る
▽
市
外
の

人
で
20
年
以
上
市
内
に
居
住
し
て

転
出
後
5
年
を
経
過
し
て
い
な
い

②
経
験
年
数
が
30
年
以
上
③
満
55

歳
以
上
④
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、

日
常
行
為
な
ど
で
後
進
の
模
範
と

な
っ
て
い
る

お知らせ掲示板
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音訳ボランティア「オルゴール」の協力で、広報紙を音訳して CD やカセットテープに録音した「声の広報」も発行しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【問】市企画課広報広聴係（☎ 77−8425）

広告 広報やながわは、有料広告を掲載しています。

枠枠
ごご
とと
のの
交交
換換
もも
承承
りり
中中
！！
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職職人人仕仕事事はは地地元元がが安安心心

●
募
集
期
間　

8
月
1
日
（
木
）

～
30
日
（
金
）

●
推
薦
方
法　
原
則
、
技
能
職
団

体
か
ら
の
推
薦
。
技
能
職
団
体
が

な
い
と
き
は
、
他
の
団
体
に
よ
る

推
薦
も
可

●
選
考
方
法
・
表
彰　

選
考
委
員

会
で
審
査
し
、
被
表
彰
者
に
は
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈

【
問
】
市
商
工
・
ブ
ラ
ン
ド
振
興

課
商
工
係
（
☎
77
・
８
７
６
３
）

花
宗
太
田
土
木
組
合

職
員
採
用
試
験

●
採
用
人
数　
一
般
事
務
職
１
人

●
受
験
資
格　
平
成
９
年
４
月
２
日

～
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
申
込
期
間　

９
月
９
日
（
月
）

～
10
月
11
日
（
金
）
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

●
申
込
方
法　
花
宗
太
田
土
木
組

合
事
務
所
で
配
布
の
申
込
用
紙
へ

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

●
一
次
試
験
日　
11
月
10
日
（
日
）

【
問
】
同
組
合
（
☎
86
・
２
５
６
０
）

福
岡
県
町
村
会

職
員
採
用
試
験

　

詳
し
く
は
、
県
町

村
会
の
公
式
サ
イ
ト

で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

●
採
用
人
数　
行
政
事
務
１
人

●
受
験
資
格
　
平
成
４
年
４
月
２

日
～
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
（
学
歴
不
問
）

●
申
込
期
限　
８
月
９
日
（
金
）

●
一
次
試
験
日　
9
月
22
日
（
日
）

【
問
】
県
町
村
会
総
務
課
（
☎
０

９
２
・
６
５
１
・
１
１
２
１
）

ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
人
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
る
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
協
議

会
の
公
式
サ
イ
ト
で
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確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か

市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人

●
募
集
期
限　
８
月
30
日
（
金
）

●
賞
金　
▽
最
優
秀
賞
＝
商
品
券

５
０
０
０
円
分
▽
優
秀
賞
＝
商
品

券
３
０
０
０
円
分
▽
審
査
員
特
別

賞
＝
商
品
券
１
０
０
０
円
分

【
問
】
同
協
議
会
（
☎
72
・
５
３

４
７
）

国
税
庁
職
員
募
集

●
受
験
資
格
　
７
月
1
日
現
在

で
、
大
学
卒
業
後
に
企
業
や
官
公

庁
な
ど
で
正
社
員
と
し
て
８
年
以

上
働
い
て
い
る
人

●
申
込
方
法　
８
月

13
日
（
火
）
ま
で
に

申
込
専
用
サ
イ
ト
か

ら
申
し
込
み

●
一
次
試
験
日　
9
月
29
日
（
日
）

【
問
】
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
０
０
３
１
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

県
内
に
あ
る
県
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

住
宅
の
詳
細
は
、
募

集
案
内
書
か
公
式
サ

イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
案
内
書
配
布
期
間
・
場
所

　

８
月
26
日
（
月
）
～
９
月
10
日

（
火
）、
市
役
所
柳
川
庁
舎
２
階
建

設
課
、
大
和
・
三
橋
庁
舎
１
階
市

民
サ
ー
ビ
ス
課

●
応
募
方
法　

９
月
２
日
（
月
）

～
10
日（
火
）ま
で
に
、募
集
案
内

書
に
添
付
の
申
込
整
理
票
な
ど
に

記
入
し
て
郵
送

【
問
】
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
（
☎
０
９
２
・
７
８
１
・

８
０
２
９
）

自
衛
官
募
集

●
種
目　
①
一
般
曹
候
補
生
②
自

衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　
①
②
日
本
国
籍
を

有
す
る
人
で
採
用
月
の
１
日
時
点

■民生館柳川斎場_広報誌A案　横180mm×縦50mm

いつでも、どなたでも安心価格
家族のお葬式

ご希望の方はお気軽にお問い合わせください！

社会福祉法人・大牟田市福祉事業協会 柳川事業部

民生館柳川斎場
式場見学
承り中事前相談での

無料見積り致します

TEL.０944-32-8171社会福祉法人・
大牟田市福祉事業協会 柳川事業部 民生館柳川斎場 柳川市三橋町

今古賀49-3総合葬祭

5.5万円より（税込）

祭壇価格

広告

で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人
、
32

歳
の
人
は
要
問
い
合
わ
せ

●
申
込
期
限　
①
９
月
３
日
（
火
）

②
通
年

【
問
】
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

部
柳
川
地
域
事
務
所
（
☎
72
・
７

７
９
４
）

市施設などのお盆期間中の休み

※その他の施設は通常どおり

 12 日
（月・休）

 13 日
  （火）

 14 日
  （水）

 15 日
  （木）

 16 日
  （金）

し尿・浄化槽汚泥収集 休 休   休

火葬施設「有峰苑みやま柳川」 休

　幻想的な夜の川下り「灯り
舟」を運航しています。
●運航日　9 月 30 日（月）
まで毎日運航
●出発時間　午後 7時 40分（所要時間約
70分）
●乗舟場　からたち文人の足湯前
●予約方法　乗舟当日午後４時までに柳
川大川旅館組合宿泊施設へ予約
●料金　▷乗合舟＝大人2000円、子ども
1000円（5歳未満は大人１人につき１人無料）
▷貸切舟＝1艘

そう
2万円（10人まで）。11人

以上は１人につき2000円が追加で必要（１
艘最大15人まで乗舟可能）
●飲食物　持ち込み可能（食事は貸切舟
のみ可能）
【予・問】同組合（柳川白柳荘内、☎
73・1188）

夜の川下り 灯り舟
田島さんと川口さんが
新たに人権擁護委員に

　7月 1 日付けで、市内の 3人が法務大
臣から人権擁護委員として委嘱を受けま
した。
▷田島孝泰さん（新任）▷川口聡さん（新
任）▷新谷朝子さん（再任）
　人権擁護委員は、人権相談を受けたり
人権への理解を深めてもらうための活動
をしたりしています。任期は 3 年です。
市内では 10人が同委員として活動してい
ます。

【 問 】 福 岡 法 務 局 柳 川 支 局（ ☎ 72・
2640）

新たに委嘱を受けた田島さん（左）と川口さん
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子
育
て

来
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

幼
児
の
健
康
診
断

　

市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月

に
小
学
校
へ
入
学
予
定
の
幼
児
を

対
象
に
、
健
康
診
断
を
実
施
し
ま

す
。
対
象
者
に
は
7
月
上
旬
に
通

知
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
届
い

て
い
な
い
人
は
、
市

学
校
教
育
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
健
診
期
間　

８
月
１
日
（
木
）

～
９
月
30
日
（
月
）

【
問
】
同
課
教
務
係
（
☎
77
・

８
８
６
３
）保

健
・
福
祉

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

無
料
期
間
中
に
接
種
を

　
市
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

定
期
接
種
の
対
象
者
は
、
無
料
で

接
種
で
き
ま
す
。
対
象
を
外
れ
る

と
費
用
は
全
額
自
己
負
担
で
す
。

対
象
の
人
は
、
早
め
に
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は

市
公
式
サ
イ
ト
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

□
定
期
接
種
（
無
料
）

●
対
象　
市
に
住
民
票
が
あ
る
小

学
6
年
～
高
校
1
年
の
女
子

●
接
種
回
数　
２
～
３
回

□
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種（
無
料
）

　

市
が
接
種
を
積
極
的
に
勧
め
て

い
な
か
っ
た
期
間
に
接
種
機
会
を

逃
し
た
人
は
、
来
年
３
月
31
日
ま

で
無
料
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
最
大
で
３
回
接
種
が
必
要

で
す
。
１
回
も
接
種
し
て
い
な
い

人
は
９
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
開

始
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　
市
に
住
民
票
が
あ
る
女

性
で
平
成
9
年
4
月
2
日
～
20
年

4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

●
接
種
回
数　
1
～
3
回
（
不
足

し
て
い
る
回
数
分
）

【
問
】市
健
康
づ
く
り
課
健
康
係（
☎

77
・
８
５
３
６
）

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

●
日
時　
８
月
13
日
（
火
）
午
前

10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

30
分

●
会
場　
市
役
所
大
和
庁
舎

【
問
】
市
献
血
推
進
協
議
会
（
☎

76
・
４
８
３
３
）

今
年
度
１
０
０
歳
に
な
る
人
へ

敬
老
祝
金
３
万
円
を
贈
呈

　

市
は
、
１
０
０
歳
を
迎
え
た
人

に
、
敬
老
祝
金
を
贈
り
ま
す
。
対

象
者
に
は
、
８
月
末
ま
で
に
書
類

を
郵
送
す
る
の
で
、
親
族
の
人
は

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者　
大
正
13
年
4
月
2
日
～

大
正
14
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

●
贈
呈
金
額　
３
万
円

●
申
請
方
法　
送
付
す
る
申
請
書

に
記
入
し
て
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
12
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
市

福
祉
課
へ
郵
送

【
問
】
同
課
高
齢
者
福
祉
係
（
☎

77
・
８
５
１
６
）

本
人
や
家
族
な
ど
が
対
象

認
知
症
ケ
ア
教
室

　
市
は
、
本
人
や
家
族
、
介
護
従

事
者
が
継
続
的
に
介
護
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
正
し
い
認
知
症
の

知
識
を
学
ぶ「
認
知
症
ケ
ア
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
市
公
式
サ
イ

ト
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●
日
時　
①
９
月
３
日
（
火
）
②

10
月
１
日
（
火
）、
い
ず
れ
も
午

後
２
時
～
３
時
30
分

※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で

す
。

●
会
場　
水
の
郷
２
階
視
聴
覚
室

●
申
込
方
法　

９
月
２
日
（
月
）

ま
で
に
市
福
祉
課
へ
電
話
で
申
し

込
み
、
先
着
30
人

●
参
加
費　
無
料

【
問
】
同
課
高
齢
者
福
祉
係
（
☎

77
・
８
５
１
６
）

介
護
予
防
健
診
で
体
の
状
態

を
気
軽
に
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

●
日
時　
９
月
６
日
（
金
）
午
前

10
時
～
正
午

●
会
場　
ス
ー
パ
ー
ま
る
ま
つ

●
内
容　
筋
肉
量
や
脂
肪
量
の
体

成
分
の
分
析
や
血
管
年
齢
の
測
定

●
対
象　
65
歳
以
上
の
市
民

●
費
用　
無
料
（
予
約
不
要
）

【
問
】
市
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
☎
77
・
８
５
１
６
）

市
民
な
ら
誰
で
も
参
加
可
能

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

市
は
、
認
知
症
の
正
し
い
知
識

を
広
げ
、
地
域
で
支
え
合
う
社
会

を
目
指
す
た
め
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
９
月
27
日
（
金
）
午
後

２
時
～
３
時
30
分

●
会
場　
水
の
郷
２
階
視
聴
覚
室

●
申
込
方
法　

８
月
13
日
（
火
）

～
９
月
13
日
（
金
）
の
期
間
に
市

福
祉
課
へ
電
話
で
申
し
込
み

●
参
加
費　
無
料

【
問
】
同
課
高
齢
者
福
祉
係
（
☎

77
・
８
５
１
６
）

基
本
の
知
識
や
技
術
を
学
ぶ

介
護
の
入
門
研
修

　

県
は
、
介
護
未
経
験
者
に
介
護

分
野
へ
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
き

っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
無
料
の

入
門
研
修
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
す
る
人
は
県
社
会
福
祉
協

議
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
▽
Ａ
日
程
＝
10
月
17
日

～
11
月
14
日
の
木
曜
▽
Ｂ
日
程
＝

12
月
14
日
～
１
月
25
日
の
土
曜

（
12
月
28
日
と
１
月
４
日
除
く
）、

午
前
10
時
～

●
会
場　
久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ザ
（
久
留
米
市
宮
ノ
陣
）

●
対
象　
介
護
未
経
験
で
５
日
間

す
べ
て
に
参
加
で
き
る
人
（
各
日

程
先
着
50
人
）

【
問
】
同
協
議
会
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー（
☎
０
９
２・５
８
４・３
３
１
０
）

　矢部川の源流がある八女市と下流の柳川
市との間で平成 17 年に締結した「水のふる
さと協定」。この協定をきっかけに、柳川市
民の手で八女市矢部村にモミジやケヤキな
どが植えられ、現在は「柳川市民の森」と
して約 1800 本の木々を管理しています。そ
の市民の森で草刈りをするボ
ランティアを募集します。草
刈りをしながら、柳川に流れ
込む水を守る森林の大切さを
感じませんか。
●日時　10 月 19 日（土）午前７時 50 分に
市役所大和庁舎集合、午後４時 30分解散予
定。小雨決行
※昼食は市で準備します。
●対象　市内に住んでいる人、先着 40人（小
学生以下は保護者同伴）
●申込方法　８月 22 日（木）までに市農政
課へ直接か電話で申し込み

【問】同課農政係（☎ 77・8732）

矢部村の「柳川市民の森」
草刈りボランティアを募集

5月1日

認認定定補補聴聴器器専専門門店店

ふふれれああいい補補聴聴器器
柳柳川川店店

柳柳川川市市京京町町８８３３－－２２

☎ ８８５５－－１１７７００００
営業時間

10:00～16:00
日曜 10:00～14:00

日曜・時間外は予約制
定休日 水曜・祝日

ココロロナナ禍禍でで衰衰ええたた耳耳をを 認認定定補補聴聴器器専専門門店店でで「「耳耳活活！！」」ししまませせんんかか？？

広告 広報やながわは、有料広告を掲載しています。

野
片　
博
之
（
柳
河
）

今
月
の
入
選
作
品
・
課
題　
「
汚
す
」「
雑
詠
」

川
柳

川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
選
句
者
は
梅
崎
流
青
さ
ん
。
8
月
の
課
題
は

「
目
」「
雑
詠
」。
入
選
作
品
は
10
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　
川
柳
と
明
記
し
、自
作
、未
発
表
の
作
品（
※
１
人
３
句
以
内
）に
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書
い
て
、ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

柳
川
庁
舎
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
ＦＡＸ
74
・
５
５
２
０
、
メ
ー
ルkouho@

city.
yanagaw

a.lg.jp

）
へ
、
8
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

酌
み
交
わ
す
父
が
小
さ
く
な
っ
た
夜

　
あ
の
頃
の
父
は
岩
だ
っ
た
。
そ
の
両
腕
は
ま
る
で
人
間
起
重
機
。
私
た
ち
兄

弟
を
ひ
ょ
い
と
持
ち
上
げ
た
。
肩
車
で
船
芝
居
を
追
う
た
そ
の
肩
も
声
も
、
い

つ
し
か
盃
を
持
つ
手
も
。
歳
月
の
厳
し
さ
を
知
っ
た
夏
の
夜
の
酒
。  　
流
青

川
柳

半
生
の
手
垢
光
り
て
珠
の
れ
ん

明
日
ま
た
と
他
生
の
縁
か
目
が
語
る

汗
染
み
も
む
し
ろ
爽
や
か
夏
の
業

汚
れ
た
る
心
を
洗
う
子
の
瞳

飛
行
機
が
直
線
描
く
茜
空

葉
の
上
に
座
禅
し
て
い
る
雨
蛙

泥
だ
ら
け
洗
い
流
し
て
明
日
は
晴
れ　
　
　
　

む
つ
ご
ろ
ど
ん
汚
れ
た
身
体
に
恋
の
時
期

幼
な
に
は
汚
し
て
も
い
い
服
を
着
す

あ
と
一
歩
心
の
風
邪
か
立
ち
竦
む

月
が
言
う
碧
い
地
球
を
大
切
に

こ
の
命
汚
す
こ
と
な
く
生
き
て
い
く

ハ
ン
カ
チ
を
涙
で
汚
す
終
戦
日

画
面
か
ら
戦
火
の
ニ
ュ
ー
ス
尽
き
ぬ
こ
と

汚
し
て
は
い
け
な
い
心
の
窓
ひ
と
つ

暮
し
と
は
汚
す
洗
う
の
繰
り
返
し

風
船
に
応
酬
批
判
北
汚
物

風
船
で
汚
物
を
飛
ば
す
民
の
あ
り

梅
雨
が
明
け
と
て
も
汚
れ
た
く
つ
が
あ
る

山
口
房
子

乗
富
美
子

吉
開
綾
子

津
留
和
巳

矢
ヶ
部
秀
康

甲
斐
田
園
一

堤 

信
子

大
橋
美
嗣

金
子
弘
子

成
清
幸
子

山
下
雪
江

野
片
義
博

佐
藤
良
子

山
田
惠
美
子

岡
本
タ
マ
キ

梅
﨑
三
和
子

内
村
美
子

江
口
和
子

木
原 

優ゆ
う

（
白
鳥
）

（
間
）

（
筑
紫
町
）

（
六
合
）

（
中
山
）

（
吉
富
町
）

（
皿
垣
開
）

（
棚
町
）

（
京
町
）

（
大
浜
町
）

（
吉
富
町
）

（
隅
町
）

（
蒲
生
）

（
下
宮
永
町
）

（
蒲
船
津
）

（
田
脇
）

（
南
長
柄
町
）

（
今
古
賀
）

（
藤
吉
小
５
年
）

干
し
魚
の
水
に
戻
せ
ば
目
を
開
く	

　

	

流
青
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
８
月
の
休
館
日

●
水
の
郷　
月
曜
。
12
日（
月
・
休
）

は
開
館
し
、
13
日
（
火
）
が
休
館

●
ま
ほ
ろ
ば
や
ま
と　
▽
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
＝
土
日
、
祝
日
、
13

日
（
火
）
～
16
日
（
金
）
▽
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
月
曜
、
祝
日
、

13
日
（
火
）
～
16
日
（
金
）
▽
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
＝
月
曜
。
12

日（
月
・
休
）は
開
館
し
、13
日（
火
）

が
休
館

●
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ　
土
曜
（
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
第
2
、
４
除
く
）

日
曜
、
祝
日
、
13
日
（
火
）
～
16

日
（
金
）
▽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
＝
13
日
（
火
）
～
16
日
（
金
）

□
水
の
郷
子
ど
も
劇
場
～
か
ら
こ

ま
座
の
た
の
し
い
人
形
劇
～

●
日
時　

９
月
16
日
（
月
・
祝
）

①
午
前
11
時
②
午
後
２
時
（
開
場

は
い
ず
れ
も
15
分
前
）

●
会
場　
水
の
郷
ホ
ー
ル

●
料
金　
18
歳
以
上
５
０
０
円
。

17
歳
以
下
は
無
料
整
理
券
を
配
布

【
問
】
水
の
郷
（
☎
75
・
６
２
０
０
）

図
書
館

　

三
橋
を
除
く
全
館
の
休
館
日
は

月
曜（
三
橋
は
火
曜
）。
11
日（
日
）

は
両
開
、
昭
代
、
蒲
池
が
休
館
。

本
館
、三
橋
、水
の
郷
は
12
日
（
月
・

休
）が
開
館
で
13
日（
火
）が
休
館
。

29
日
（
木
）
は
全
館
休
館
で
す
。

□
両
開
分
館
「
夏
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

お
は
な
し
会
」

●
日
時　
８
月
31
日
（
土
）
午
前

11
時
～

●
対
象　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
保
護
者

【
問
】
図
書
館
本
館
（
☎
74
・

４
１
１
１
）講

座
・
催
し

少
年
の
主
張
福
岡
県
大
会

　
県
内
か
ら
選
抜
さ
れ
た
中
学
生

が
日
頃
抱
く
思
い
や
考
え
を
発
表

し
ま
す
。
誰
で
も
無
料
で
傍
聴
で

き
ま
す
。

●
日
時　
９
月
１
日
（
日
）
午
後

１
時
～
４
時
30
分

●
会
場　
市
民
文
化
会
館
白
秋
ホ
ー
ル

【
問
】
市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎
77
・
８
８
３
４
）

世
界
で
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

樽
谷
公
平
リ
サ
イ
タ
ル

　

昨
年
９
月
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ブ

ラ
ー
ム
ス
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
３

位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
世
界
で
活

躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
樽
谷
公
平
さ

ん
が
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
20
日
（
日
）
午
後

２
時
開
演
（
開
場
は
45
分
前
）

●
会
場
　
市
民
文
化
会
館
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル

●
チ
ケ
ッ
ト
　
同
館
窓
口
で
販
売

中
▽
一
般
＝
２
５
０
０
円
▽
高
校

生
以
下
＝
１
５
０
０
円
、
全
席
自

由
席
。
未
就
学
児
は
入
場
不
可

【
問
】
椛
島
さ
ん
（
☎
73
・
２
３

７
１
）

映
画
や
ゲ
ー
ム
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
楽
し
く
考
え
よ
う

　

映
画
や
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て「
も
っ

た
い
な
い
」
か
ら
始
め
る
新
し
い

生
活
の
ヒ
ン
ト
を
探

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
不
要
な
の
で
直

接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
公
式
サ

イ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
。

●
内
容　
①
映
画
「
も
っ
た
い
な

い
キ
ッ
チ
ン
」
上
映
会
②
新
聞

バ
ッ
グ
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
③
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
も
う

●
日
時　
①
８
月
16
日
（
金
）
～
18

日
（
日
）
午
前
10
時
～
と
午
後
４
時

～
の
１
日
２
回
上
映
②
８
月
16
日

（
金
）
と
18
日
（
日
）
午
後
２
時
～

③
８
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
～

●
会
場　
交
流
拠
点
あ
か
り
か
た

り
（
旭
町
）

●
参
加
費　

１
日
１
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）。
同
日
で
あ

れ
ば
追
加
費
用
な
し
で
複
数
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
可
能

【
問
】
柳
川
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ブ
ー
ス

タ
ー
ク
ラ
ブ
の
阿
部
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
１
８
３
９
・
１
８
４
１
）

今
月
の
入
選
作
品
・
兼
題　
「
筍

た
け
の
こ（
竹
の
子
）」　

　
「
紫あ

じ
さ
い

陽
花
」「
根ね

き
り
む
し

切
虫
」「
草
笛
」「
当
季
雑
詠
」

俳
句

　

俳
句
を
募
集
し
ま
す
。
選
句
者
は
、
木
下
万ま

さ

ら

沙
羅
さ
ん
。
７
月
の
兼
題
は

「
天て

ん
か
ふ
ん

瓜
粉
」「
ト
マ
ト
」「
落お

と

し
文ぶ

み

」「
向ひ

ま
わ
り

日
葵
」「
当
季
雑
詠
」。
入
選
作
品
は

９
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　
俳
句
と
明
記
し
、自
作
、未
発
表
の
作
品（
※
１
人
３
句
以
内
）に
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書
い
て
、ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

柳
川
庁
舎
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
ＦＡＸ
74
・
５
５
２
０
、
メ
ー
ルkouho@

city.
yanagaw

a.lg.jp

）
へ
、８
月
８
日（
※
必
着
）
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

縁
切
れ
ぬ
喧け

ん

か嘩
友
達
根
切
虫

津
留
和
巳
（
六
合
）

筍
の
向
き
を
確
か
め
鍬く

わ

を
打
つ

朝
掘
り
の
筍
穂
先
産う

ぶ
げ毛
す
け

薄
味
の
旬
の
竹
の
子
食
す
す
む

懐
か
し
や
筍
ご
飯
母
想
う

雨
あ
と
の
紫
陽
花
の
毬ま

り

あ
ざ
や
か
に

紫
陽
花
や
絵
筆
悩
ま
す
萼が

く

の
数

あ
る
じ
な
き
庭
に
ひ
っ
そ
り
額が

く

の
花

我
植
え
し
苗
も
儚は

か
な

く
根
切
虫

根
切
虫
万
全
を
期
す
知
恵
し
ぼ
る

夜
な
べ
し
て
朝
を
迎
え
た
根
切
虫

根
切
虫
憎
い
奴
で
も
逃
し
け
り

草
笛
が
聞
こ
え
て
来
ま
す
遠
く
か
ら

葭よ
し

の
葉
で
草
笛
作
る
子
供
等
と

草
笛
の
音お

と

魔
術
か
と
子
等
の
顔

草
笛
の
な
つ
か
し
き
音ね

や
里
の
空

鯉こ
い

の
ぼ
り
す
い
す
い
泳
ぐ
空
高
く

竹
の
子
は
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
せ
い
く
ら
べ

雨
の
日
に
い
ろ
あ
ざ
や
か
な
あ
じ
さ
い
だ

草
笛
の
良
い
葉
に
良
い
音
良
い
気
分

髙
崎
登
美
雄

髙
崎
登
美
雄

河
口
葊
子

河
口
葊
子

大
橋
弘
茂

大
橋
弘
茂

大
橋
美
嗣

大
橋
美
嗣

山
田
惠
美
子

山
田
惠
美
子

富
永
英
子

富
永
英
子

江
口
和
子

江
口
和
子

古
賀
治
美

古
賀
治
美

梅
﨑
三
和
子

梅
﨑
三
和
子

田
中
徹
男

田
中
徹
男

甲
斐
田
園
一

甲
斐
田
園
一

松
藤
美
代
子

松
藤
美
代
子

河
口　
港

河
口　
港

西
牟
田
み
ど
り

西
牟
田
み
ど
り

松
藤
移
世
子

松
藤
移
世
子

平
川
平
川
椿椿つ

ば
き

つ
ば
き姫姫

高
須
高
須
太太た

い
せ
い

た
い
せ
い聖聖

古古こ
は
く
ら

こ
は
く
ら

波波
蔵蔵
蒼蒼そ

う
す
け

そ
う
す
け介介

石
橋
石
橋
咲咲さ

く
ら

さ
く
ら良良

（
間
）

（
間
）

（
白
鳥
）

（
白
鳥
）

（
百
町
）

（
百
町
）

（
棚
町
）

（
棚
町
）

（
下
宮
永
町
）

（
下
宮
永
町
）

（
新
町
）

（
新
町
）

（
今
古
賀
）

（
今
古
賀
）

（
南
浜
武
）

（
南
浜
武
）

（
田
脇
）

（
田
脇
）

（
久
末
）

（
久
末
）

（
吉
富
町
）

（
吉
富
町
）

（
大
浜
町
）

（
大
浜
町
）

（
百
町
）

（
百
町
）

（
蒲
船
津
）

（
蒲
船
津
）

（
立
石
）

（
立
石
）

（
中
島
小
６
年
）

（
中
島
小
６
年
）

（
藤
吉
小
６
年
）

（
藤
吉
小
６
年
）

（
藤
吉
小
６
年
）

（
藤
吉
小
６
年
）

（
昭
代
第一小
６
年
）

（
昭
代
第一小
６
年
）

◆
選
者
の
句

　
こ
と
ご
と
く
後
の
ま
つ
り
や
根
切
虫
　
　
　
　 

万
沙
羅

【
句
評
】　

自
然
と
の
共
存
を
詠う

た

い
つ
つ
作
者
特

有
の
大
ら
か
な
俳は

い
み味

が
効
い
た
ユ
ニ
ー
ク
な
句
。

紫
陽
花
は
ブ
ー
ケ
み
た
い
で
き
れ
い
だ
な
島
﨑
七な

な
み海（

昭
代
第
一
小
６
年
）

【
句
評
】　

す
ば
ら
し
い
写
生
の
句
で
す
ね
。

広報やながわ 7月号の俳句コーナーに誤りがありました。
本来 7月号に掲載すべきだった内容は上記のとおりです。お詫びして訂正します。

　私たちは、いつど
こで突然のけがや病
気に襲われるか分か
りません。けがや病
気の中で最も緊急を
要するのは、心臓や
呼吸が止まったとき
です。救急車が来る
までに手をこまねい
ていては、助かる命

も助けられません。市消防本部では、
救命率を向上させるため、AEDを設
置して迅速な救急車の手配や適切な
応急手当ができる講習修了者がいる
施設には「救マーク」を交付。利用
者が安心して利用できる施設として
認定しています。市内のAED設置箇
所や救マーク認定施設は、
市公式サイトで確認でき
ます。認定を希望する施
設は市消防本部へ問い合
わせてください。

【問】同本部消防課（☎ 74・0122）

「救マーク」は安心して
利用できる施設の目印

絆
の
会
講
演
会

●
日
時　
８
月
22
日
（
木
）
午
後

７
時
～

●
会
場　
三
橋
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

●
内
容　
司
法
書
士
の
丸
山
廣
さ

ん
に
よ
る
「
相
続
と
家
族
そ
し
て

選
択
的
夫
婦
別
姓
問
題
～
足
元
か

ら
忍
び
寄
る
静
か
な
る
有
事
～
」

と
題
し
た
講
演

●
参
加
費　
５
０
０
円

【
問
】
絆
の
会
の
中
島
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
８
７
６
２
・
６
８
２
１
）

相
談

お
仕
事
探
し
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
牟
田
へ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
牟
田
は
、
８

月
を
「
求
人
情
報
提
供
強
化
月
間
」

と
定
め
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

へ
の
情
報
提
供
を
強
化
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
提
供
も

で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
市
公
式
サ
イ
ト
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
土
日
、
祝
日
を

除
く
）

【
問
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
牟
田
（
☎

69
・
０
０
０
６
）

美しい柳川をみんなで守ろう
道守柳川に参加する団体募集

　8月 10 日は「道の日」です。道守柳川
ネットワークは、「美しい柳川を守りた
い」、「観光客に柳川のよさを伝えたい」
という思いのもと、「できる人が、できる
ことから」を合言葉に平成 16 年に発足。
年２回の清掃活動や、道をテーマにした
勉強会、研修会を開催。現在は 35 団体、
700 人以上が清掃活動に参加しています。
道守活動に興味がある人は事
務局へお問い合わせください。
詳しくは市公式サイトを確認
してください。

【問】同事務局（市都市計画課都市計画係
内（☎ 77・8552）

　
先
日
、
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
咳

が
止
ま
ら
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

た
。
お
か
げ
で
私
の
声
は
ガ
ラ
ガ
ラ

に
。
仕
事
に
行
く
と
多
く
の
人
に
驚

か
れ
た
。
1
年
に
1
度
の
誕
生
日
も

ガ
ラ
ガ
ラ
な
声
で
迎
え
、
一
生
忘
れ

な
い
で
あ
ろ
う
誕
生
日
を
過
ご
し

た
。
今
年
は
喉
を
大
切
に
し
よ
う
と

思
う
。
皆
さ
ん
も
お
体
に
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。〈
純
佳
〉

編
集
後
記
。

　ゲームが大好きな学生に碁を教え、対
局。３局目がこちらです。「本当に初心
者ですか」「ええ全く初心者です。打っ
てる自分、まだ意味分かってないです」
整地計算して「すごい、黒８目勝ちです」
「そうですか」　（来月に続く）

大淵盛人九段の　　　		入門碁囲
柳川観光大使

音訳ボランティア「オルゴール」の協力で、広報紙を音訳して CD やカセットテープに録音した「声の広報」も発行しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【問】市企画課広報広聴係（☎ 77−8425）


